














要約:松山市では平成元年度より松山市立の中学校 1 年生を対象に、また平成 3 年度から

は小学校 4年生も対象に加え小児成人病検診を実施し、肥満小児および高コレステロール

血症小児に対して事後指導を行ない、1 および 2 年後に再検診を行なっている。平成元年

および 2年に中学 1年生で小児成人病検診を受け、事後指導を受けた小児を中学 3年まで

追跡調査した結果、中等度以上肥満小児では、中学 3年時に約 55%で改善が認められたが、

そのうち大半は中学1年から 2年にかけて肥満度が改善していた。高コレステロール血症

小児でも同様に、中学 3 年時に約 50%で改善が認められ、その大半は中学 1 年から 2 年に

かけて改善していた。肥満度の改善は男女であまり差を認めなかったが、高コレステロー

ル血症の改善率は男児の方が女児より良好であった。


